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申請書の入力を始める前に

申請書入力の流れ

20X5年度 20X4年度 20X3年度 20X2年度 20X1年度

反社会的勢力排除に関する誓約書をクリック①
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独立行政法人国立青少年教育振興機構理事長 殿

反社会的勢力排除に関する誓約書

当団体は、令和６年度子どもゆめ基金助成金を申請するに当たり、下記の事項について誓約し

ます。

この誓約が虚偽であり、又はこの誓約内容に反した場合、助成金の返還や助成対象団体からの

除外を含むいかなる処分を講じられても、異議は一切申し立てません。

記

１ 当団体は、自ら（主要な出資者、役員、及びそれに準ずる者を含む）が暴力団員による不当

な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴力団対策法」という。）第２

条第２号に規定する暴力団又は第２条第６号に規定する暴力団員、準構成員、暴力団関係企業、

特殊知能暴力集団の関係者、その他公益に反する行為をなす者（以下「暴力団員等」という。）

でないこと、並びに、過去５年間もそうでなかったことに加え、次の各号のいずれにも該当し

ないことを表明し、かつ将来にわたっても該当せず、暴力団員等を利用しないことを誓約する。

（１） 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること

（２） 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること

（３） 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的を

もってするなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること

（４） 暴力団員等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認

められる関係を有すること

（５） 役員又は経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係

を有すること

２ 当団体は、自ら又は第三者を利用して下記に該当する行為を行わないことを誓約する。

（１） 暴力的な要求行為

（２） 法的な責任を超えた不当な要求行為

（３） 取引に関して、脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為

（４） 風説を流布し、偽計又は威力を用いて相手方の信用を毀損し、又は相手方の業務を妨

害する行為

（５） その他前各号に準ずる行為

20X5年度 20X4年度 20X3年度 20X2年度 20X1年度

「反社会的勢力排除に関する誓約書について同意し、 交付申請と合わせて子ども

ゆめ基金に提出する。」 のチェックボックスをクリックし、 チェックを入れる

別タブで 「反社会的勢力排除に関する誓約書」 が開く

→　内容を確認した上で、 このタブのみを閉じる。

※電子申請システムのタブを閉じないでください。

「申請書を作成する （体験 ・読書活動）」 ボタンを押下

→　申請書の作成を開始

②

③

④④
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② 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

② 

① 

20X1年度 20X2年度 20X3年度 20X4年度 20X5年度

都内の小学校、都内・埼玉県内の図書館

指導者・スタッフと下見・事前打合せを行い、活動場所の危険箇所や注意事項をマニュアルとしてまとめ
共有する。沢登り、川遊びでは、指導者・スタッフが活動当日の沢、川の状況を確認する。また、参加者
に注意事項を説明し、ライフジャケットを着用してもらい、危険箇所を中心にスタッフを配置する。

事前に参加者のアレルギー、既往症、障害等の有無を健康調査票にて把握する。また、熱中症対策として、
こまめな水分補給を参加者に促す。受付時、活動日の朝は、体温チェックを行う。急な体調不良に備え、
活動場所近辺の救急病院の住所、連絡先を指導者・スタッフ間で共有する。参加者の保護者の連絡先も事
前把握する。

今回申請される活動が過去に

交付された実績がある場合は、

✓を入れてください。

さとやまでしぜんたいけん！

○○県 国立△△自然の家周辺●●川・沢と▲▲の森周辺

里山で自然体験！

具体的に

入力する

コピーされるのは、 前年度に作成した申請済みの申請書です。コピーされるのは、 前年度に作成した申請済みの申請書です。

前年度以前に、 交付決定後に 「個別に附す条件」 に対応する申請

書修正を行っていた場合であっても、 修正後の申請書内容は反映さ

れません。 申請書のコピー後、 前年度に子どもゆめ基金の承認を

得た内容に修正してください。

申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。

※�ログインから６０分間一度も一時保存をしなかった場合、セキュリティ上の観点で、
自動的に接続が遮断され、 その後６０分間ログインできなくなります。

申請書入力時に気を付けたいポイント

　異なる参加者に同じ内容のプログラムを複数回実施する場合は、 １つの活動として申請してください。
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⑦ 
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② 

① 

①

③ 

④ 

⑤ 

⑥

 
② 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

② 

① 

【【活活動動計計画画概概要要】】  

項 目 入 力 要 領 備 考

①①活動名
募集要項・チラシ等、広報に使用する際の活動名を入力してください。
特定のグループのメンバーを対象とした活動であると誤解を招くような

活動名とならないよう注意してください。

②②活動の分野 合致するものを選択してください。。

③③活動の種類

合合致致すするるももののをを１１つつだだけけ選択し、○にチェックしてください。
活動に参加することで資格の取得が「可能」である場合は、取得条件が

「任意」か「必須」のどちらかの○にチェックしてください。
「指導者養成」を選択した場合は、全体がわかるような「カリキュラム

表」を添付してください。
経済的に困難な状況にある子どもの健やかな育成を目的とした活動を行

う場合は、「経済的に困難な状況にある子どもを対象とする活動」を選択し
てください。

Ｐ．５５
Ｑ１－２４

④④ゆめ基金

助成金交付実

績

ここのの活活動動が、過去に子どもゆめ基金助成金の交付を受けた実績のある活
動の場合は、該当年度の○にチェックしてください。
※※団団体体ととししてて助助成成金金のの交交付付をを受受けけたた実実績績ががああるるかかででははななくく、、ここのの活活動動がが助助

成成金金のの交交付付をを受受けけてていいたたかかでで判判断断ししててくくだだささいい。。
※※５５年年をを超超ええてて継継続続ししてて行行うう活活動動ににつついいてて、、見見直直ししをを行行っってていいるる場場合合はは、、

そそのの見見直直しし内内容容をを「「添添付付資資料料」」ペペーージジににああるる「「そそのの他他必必要要書書類類」」欄欄にに入入
力力ししててくくだだささいい。。
（全国規模または都道府県規模の場合のみ）

Ｐ．５７
Ｑ１－３３

⑤⑤参加者を

募集する範囲

参加者の募集範囲に合合致致すするるももののをを１１つつだだけけ選択し○にチェックしてく
ださい。
※団体のメーリングリストやホームページ等に掲載しただけでは、全国規
模には該当しません。実際に参加することが予想される範囲としてくだ
さい。

Ｐ．５４
Ｑ１－２１

⑥⑥募集対象
参加者として募集する対象をすべて選択し、「未就学児」・「小学生」を選

択した場合は、年齢・学年も必ず入力してください。

⑦⑦募集人数
子どもと大人の人数をそれぞれ入力してください。
複数回実施する場合は、１回の活動で募集する人数に活動回数を乗じ

て、延延べべ人人数数をを算算出出してください。

Ｐ．５４
Ｑ１－１９

⑧⑧募集方法

該当する方法の○にチェックし、（ ）内も必ず入力してください（複数選
択可）。
項目にある募集方法以外の場合は、「その他」を選択し、募集方法を入力して
ください。

⑨⑨参加費 「有料」の場合は、１人あたりの参加費も必ず入力してください。
Ｐ．６２
Ｑ２－２

⑩⑩共催
活動を実施する際に、共催する団体等があれば、団体名を入力してくだ

さい（予定がない場合は、「予定なし」を選択）。

Ｐ．５３
Ｑ１－１３
Ｑ１－１４

⑪⑪参加者の

安全対策・

健康管理

傷害保険に加入しない場合は、その理由を入力してください。
活動の実施にあたり、参加者に対する安全対策及び健康管理をどのよう

に計画しているのかを具体的に入力してください。特に、野外活動を実施
する場合には各プログラム（沢登り、川（海）遊び、ハイキング、釣り、
カヤック、登山、スキー、山での活動等）にどのような安全対策を講じる
のか具体的に入力してください。
※活動の内容によっては、参加者に傷害保険への加入を義務づける等の対
策を講じてください。
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⑫ 

 

⑬ 

 

⑭ 

⑮ 

 
⑯ 

⑫ 

 

⑬ 

 

⑭ 

⑮ 

 
⑯ 

⑫ 

 

⑬ 

 

⑭ 

⑮ 

 
⑯ 

20XX/07/XX

20XX/07/XX

20XX/09/XX

20XX/09/XX

都会では体験できない里山ならではの活動を行います。異年齢の子どもたちがグループになり、子ども同士が力を合わ
せる活動を行うことで、思いやりの気持ちや協調性を養い、責任感と自己肯定感を高めます。また、里山での生物に触
れることで、環境学習につなげるとともに、自然への興味・関心を養います。さらに、子どもたちが協力して１つの目
標を達成することで達成感を得るとともに、豊かな自然と触れることで自然への理解を深めることを目指します。

異年齢の子どもたちでグループを作り、野外で調理をします。年長者が年少者の
フォローをする、子どもたちで協力し合うことにより、思いやりの気持ちや協調性
を養います。年長者はリーダーの役割を担うことで、責任感と自己肯定感を高め、
年少者は年長者の行動を見てその場で必要な行動を学び、自己の役割に気づきます。

野外炊飯

里山のお宝発見

沢登り

植物の専門家の指導の下、里山ならではの植物・昆虫・野鳥を観察します。里山
を歩きながら、発見した植物・昆虫・野鳥の生態や生育環境を調べることで、環
境学習につなげます。植物・昆虫に触れることで、自然を身近に感じてもらい、
自然への興味・関心を養います。

沢登りでは、異年齢の子どもたちでグループを作り、協力しながら安全なルート
を登ります。協力しながら岩場や滝を上り目標地点まで到達することで、達成感
を得ます。また、豊かな自然と触れることもできるため、自然への理解を深める
ことができます。

09：00～09：30　○○駅前広場集合、受付
09：30～10：30　バス移動、車中で自己紹介・アイスブレイク
10：30～13：30　野外炊飯、片付け
13：30～16：00　事前説明、里山のお宝発見、休憩
16：00～18：30　本日の振り返り、夕食、片付け、自由時間
19：00～　　　　 入浴、消灯
06：00～09：00　起床、身支度、朝食、片付け
09：00～12：00　事前説明、沢登り、着替え
12：00～13：00　昼食
13：00～14：30　出発、バス移動、車中にて振り返り
14：30　　　　 　○○駅前広場解散
09：00～09：30　○○駅前広場集合、受付
09：30～10：30　バス移動、車中で自己紹介・アイスブレイク
10：30～13：30　野外炊飯、片付け
13：30～16：00　事前説明、フィールドアスレチック、休憩
16：00～18：30　本日の振り返り、夕食、片付け、自由時間
19：00～　　　　 入浴、消灯
06：00～09：00　起床、身支度、朝食、片付け
09：00～12：00　事前説明、川遊び、着替え
12：00～13：00　昼食
13：00～14：30　出発、バス移動、車中にて振り返り
14：30　　　　　 ○○駅前広場解散

12

渋谷　太郎

代々木　三郎

参宮　橋子

当法人代表 自己紹介・アイスブレイク、振り返り
○○県里山協会 里山のお宝発見、フィールドアスレチック、野外炊飯
○○県○○体験倶楽部 川遊び、沢登り、野外炊飯

具体的なプログラム名と

プログラム内容を対応させる

各プログラムの開始 ･

終了時間を入力する

申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。

※�ログインから６０分間一度も一時保存をしなかった場合、セキュリティ上の観点で、
自動的に接続が遮断され、 その後６０分間ログインできなくなります。

210字

148字

123字

116字
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① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

264,000

7,500

447,000

114,300

961,000

1,227,500

2,188,500

2,188,500

447,500

961

申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。

※�ログインから６０分間一度も一時保存をしなかった場合、セキュリティ上の観点で、
自動的に接続が遮断され、 その後６０分間ログインできなくなります。

○○ 指導者（2時間以上）：10,000円×3人×2日×2回＝120,000円
○○ 協力者（2時間以上）：3,000円×12人×2日×2回＝144,000円

○○ 公共交通機関 指導者（下見）：5,000円×2人×1回＝	10,000円
○○ 自家用車 協力者（下見）：25円×64㎞×1台×1回＝ 	1,600円
○○ 公共交通機関 指導者（当日）：5,000円×2人×2回＝	20,000円
○○ 自家用車 協力者（当日）：25円×64㎞×3台×2回＝	 9,600円

○○ 振込手数料　500円×15人＝7,500円

○○ － 募集チラシ：5円×4,000部＝20,000円
○○ － ポスター：50円×80枚＝4,000円

○○ － 募集チラシ郵送代：210円×200箇所＝42,000円
○○ － 事前資料郵送代：84円×120通＝10,080円
○○ － 活動しおり郵送代：84円×130通＝10,920円

○○ バス等バスレンタル代：150,000円×1台×1日×1回＝150,000円
○○ ライフジャケットレンタル料（沢登り・川遊び用）1000円×75人×2回＝150,000円
○○ 国立△△自然の家施設使用料（参加者宿泊分）　600円×60人×2回＝72,000円
○○ 国立△△自然の家施設使用料（スタッフ宿泊分） 2,500円×15人×2回＝75,000円

○○ － 活動しおり用紙代：2,000円×1箱＝2,000円
○○ － 活動しおりインク代：2,500円×1個＝2,500円
○○ － 野外炊事用スポンジ・洗剤：150円×12個＝1,800円
○○ － 軍手　120円×75人×2回＝18,000円
○○ － 熱中症対策飲料　100円×75人×6個×2回＝90,000円

○○ その他 指導者謝金（事前打合せ）：5,000円×2名×1日×1回＝10,000円
○○ コロナ抗原検査キット（10個入）：15,000円×7個×2回＝210,000円
○○ その他 バスレンタル料（超過分）：150,000円×1回＝150,000円
○○ その他 指導者・協力者旅費（事前打合せ）：500円×5名＝2,500円
○○ 飲食代：5,400円×75名×2回＝810,000円
○○ 保険料：300円×75名×2回＝45,000円

← 小計Ａの千円未満を切り捨てる かつ、
　活動規模別限度額（市区町村規模：100万、都道府県規模：200万、全国規模：600万）を
　超えないこと

○○ － 参加者：6,500円×60名×2回＝780,000円

41,200

780,000

,000

24,000

63,000
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【収支計画】 
 

項 目 入 力 要 領 備 考

①助成対象経費Ａ

助成対象経費とは、助成金の交付の対象となる経費のこと
です。
なお、助成対象経費として認められた経費であっても、「経

費の取扱いについて」で示した限度額を上回る場合には、そ
の限度額までを入力し、その差額はＢ．助成対象外経費に計
上してください。

謝金に関しては下記項目を分けて入力してください。
指導・協力者（当日２時間以上）
指導・協力者（当日２時間未満）

Ｐ．５８

Ｑ１－３７

②経済的に困難な状
況にある子どもを対象
とする活動において特
に助成の対象となる経
費

活動の種類で「経済的に困難な状況にある子どもを対象と

する活動」を選択した場合は、通常は助成対象外経費である

参加者の交通費や宿泊費、飲食代等をこの欄に計上すること

ができます。

この欄に計上できる金額の合計は、参加者の実人数に活動

日数と７千円／日を掛けた金額を上限とします。

Ｐ．２０～２１

Ｐ．５５

Ｑ１－２９

③助成対象外経費Ｂ

助成対象外経費とは、助成活動に係る経費ではあるが、助
成の対象とはならない経費のことです。
「経費の取扱いについて」で示した限度額を上回る部分に

ついてもＢ．助成対象外経費に計上してください。

Ｐ．６３

Ｑ２－５

④子どもゆめ基金助
成金交付申請額

「小計Ａ」と「活動規模別限度額（Ｐ．１４「８．助成金
の額、規模」参照）」のいずれか低い額を上限とし、円単位、
千円未満は切り捨てで入力してください。
※２万円に満たない場合は助成の対象になりません。

Ｐ．５８

Ｑ１－３６

⑤参加費収入

参加費を設定する場合は、必ず積算内訳も入力してください。

※参加者から徴収する金額のみを入力してください。スタ
ッフ（指導者、協力者等）から参加費を徴収する場合は
「自己資金」へ含めてください。

Ｐ．６２

Ｑ２－２

⑥補助金・寄附金等

地方公共団体等からの補助や他団体からの寄附等、子ども
ゆめ基金助成金以外からの支援を見込んでいる場合は、当該
団体名・支援の種類（補助金、助成金、協賛金、広告料収入
等）及びその金額をすべて入力してください。
※地方公共団体等からの補助金が、団体の実施するいくつ
かの活動に対して交付される場合は、当該助成活動に係
る相当額を補助金として計上してください。

Ｐ．６２

Ｑ２－３

Ｑ２－４

　「小計Ａ」と「活動規模別限度額（Ｐ．１５「８．助成金
の額、規模」参照）」のいずれか低い額を上限とし、円単位、円単位、
千円未満は切り捨て千円未満は切り捨てで入力してください。 
　※２万円に満たない場合は助成の対象になりません。
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① 

② 

③ 

④ 

20X3年度（見込） 20X2年度 20X1年度

申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。申請書作成の際は、 定期的に一時保存をしてください。

※�ログインから６０分間一度も一時保存をしなかった場合、セキュリティ上の観点で、
自動的に接続が遮断され、 その後６０分間ログインできなくなります。
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① 

② 

③ 

④ 

【【団団体体概概要要】】  

項 目 入 力 要 領

①①団体の活動範囲 団体が普段、経常的に活動を行っている地域名を入力してください。

②②団体が管理・運営

する施設（指定管理施

設を含む）

団体が管理・運営している施設名を入力してください。

管管理理・・運運営営をを行行っってていいるる施施設設ががああるる場場合合はは、、管管理理形形態態（（①①所所有有②②委委

託託③③指指定定管管理理④④借借用用等等））をを必必ずず入入力力ししててくくだだささいい。。

公公共共施施設設のの業業務務委委託託・・指指定定管管理理をを受受けけてていいるる場場合合はは施施設設のの設設置置者者もも入入力力

ししててくくだだささいい。。

③③活動実績

過去３ヵ年の主な活動実績を、子どもゆめ基金助成活動に限らず入力し

てください。

子どもゆめ基金の助成活動だけではなく団体として他の活動をしている

場合はその活動も入力してください。

④④団体の財政状況

団体の財政状況を入力してください。子どもゆめ基金の助成を受けて実

施した活動がある場合は、必ず入力してください。子どもゆめ基金以外で

も補助金や助成金の交付を受けた実績がある場合は、その金額と交付団体

名も入力してください。
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＜該当する場合のみ＞その他必要な資料を添付してください。

 

添付書類等チェックリスト

添付書類等に不備があった場合、審査できないことがありますので、よくご確認の上、電子申請システ

ムにアップロードや、入力してご申請ください。

＜＜該該当当すするる場場合合ののみみ＞＞

添付・入力が必要となる要件
上記「添付
資料」番号

提出する添付書類・入力事項

□□
特別指導謝金（Ｐ ２８～２９参照）を

支出する場合
①

指導者・講師のプロフィール及び単価設定の根拠

となる理由書

（Ａ４用紙１枚程度）

□□ 活動の種類が「指導者養成」の場合 ②
指導者養成カリキュラム表 （入力例はＰ ４７

掲載）

□□

活動の種類が「経済的に困難な状況にあ

る子どもを対象とする活動」の場合で、

Ｐ ２０ １４－１ ②に該当する団体

の場合

③

以下の２点を記載した資料（Ａ４用紙１枚程度）

・協力を得る団体の名称、団体概要、担当部署及

び連絡先

・協力を得る具体的な内容

□□

以下に該当する場合

・遠方で行う活動や指導者を遠方から

招いて行う活動を申請する場合

・月１回（年間１２回）を超える活動

を申請する場合

・５年間を超えて継続して行う活動を

申請する場合（全国規模、都道府県

規模の場合）

④
電子申請システムの「添付資料」ページにある

「その他必要書類」欄に必要事項を入力

・�月１回（一次募集は１２回、二次募集

は６回）を超える活動を申請する場合

□　�遠方で行う活動や指導者を遠方から招いて行う活動を申請する場合は、 その必要

性を入力してください。

□　�１活動における回数が月１回 （一次募集は１２回、 二次募集は６回） を超える活

動を申請する場合は、 その必要性を入力してください。

□　�５年間を超えて継続して行う活動を申請する場合、 ６年目以降は、 申請のたびに

見直し内容を入力してください （全国規模、 都道府県規模の場合）。

③
④

②
①
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添付書類等チェックリスト

添付書類等に不備があった場合、審査できないことがありますので、よくご確認の上、電子申請システ

ムにアップロードや、入力してご申請ください。

＜＜該該当当すするる場場合合ののみみ＞＞

添付・入力が必要となる要件
上記「添付
資料」番号

提出する添付書類・入力事項

□□
特別指導謝金（Ｐ ２８～２９参照）を

支出する場合
①

指導者・講師のプロフィール及び単価設定の根拠

となる理由書

（Ａ４用紙１枚程度）

□□ 活動の種類が「指導者養成」の場合 ②
指導者養成カリキュラム表 （入力例はＰ ４７

掲載）

□□

活動の種類が「経済的に困難な状況にあ

る子どもを対象とする活動」の場合で、

Ｐ ２０ １４－１ ②に該当する団体

の場合

③

以下の２点を記載した資料（Ａ４用紙１枚程度）

・協力を得る団体の名称、団体概要、担当部署及

び連絡先

・協力を得る具体的な内容

□□

以下に該当する場合

・遠方で行う活動や指導者を遠方から

招いて行う活動を申請する場合

・月１回（年間１２回）を超える活動

を申請する場合

・５年間を超えて継続して行う活動を

申請する場合（全国規模、都道府県

規模の場合）

④
電子申請システムの「添付資料」ページにある

「その他必要書類」欄に必要事項を入力

　　作成例を参照し、指導者養成事業の全体が分かるようなものを作成してください。

団体名 活動名

※この講座でどのような参加者を募集し養成するのか、養成する対象者を明記してください。 

項目 時間数 題名 講師名 ねらい 内容

講義 2時間
青少年教育の理
解

○○大学
○○学部　教授
○○　○○氏

青少年の現状と課題
を理解する

・各種データ等により、青少年の現
状について学び、課題を把握する

講義 2時間 体験活動の理解
○○大学
○○学部　教授
○○　○○氏

体験活動の理念と意
義を理解する

・体験活動の意義や、教育的効果
について学ぶ
・体験活動事例、教育的効果の事
例について学ぶ

講義
実習

5時間
体験活動の指導
法

○○大学
○○学部　教授
○○　○○氏

体験活動の基礎的な
指導方法や目的に応
じた指導法を理解す
る

・指導者としての心構えについて理
解を深めるとともに、参加者を理解
する方法についても学ぶ
・目的に応じた指導法を学ぶ

講義
実習

5時間
体験活動の基礎
技術

NPO法人○○代
表
○○　○○氏

体験活動における基
礎的な知識・技術を
理解し、習得する

・指導者としての基礎的な心構え
や活動プログラムの指導法を学ぶ
・実際に指導を体験する

講義 2時間
安全指導と安全
管理

○○協会　理事
○○　○○氏

体験活動における安
全指導の視点や安
全計画の立案につい
て理解する

・体験活動における基本的な安全
管理と危機管理について学ぶ

実習 3時間 救急救命の技術
○○消防署
○○　○○氏

救命救急法の基本
技術を理解する

・体験活動における救命救急の基
本を学ぶとともに、救命救急法の
実習を行う

演習 3時間
プログラムの企
画・立案

○○大学
○○学部　教授
○○　○○氏

ねらいを意識した体
験活動の企画・立案
する

・プログラムの組み立てを理解する
とともに実際にプログラムを考案す
る

講義
演習

2時間 プログラムの評価
○○大学
○○学部　教授
○○　○○氏

フィードバックをとお
して、多角度的な評
価を受ける

・企画、立案したプログラムの発表
とフィードバックを行い、意見交換
を行う

合合計計
時時間間数数：：

24時間

（入力例）
指導者養成カリキュラム表

大学生、ＰＴＡ会員、学校教諭、野外活動に関心のある人

特定非営利活動法人　代々木の森クラブ ○○○○○○○

※　活動の種類で「指導者養成」を選択した場合は、申請書と本用紙を添付してください。

養成対象者

<作成にあたっての留意事項>

（１）活動の種類で指指導導者者養養成成を選択した場合は、「カリキュラム表」を添付してください。

この作成例のように、指導者養成事業の全体が分かるようなものを作成してください。

「カリキュラム表」は子どもゆめ基金のホームページからダウンロードできます。

（URL：https://yumekikin.niye.go.jp/download/etc.html）

（２）「「養養成成対対象象者者」」の欄には、この講座でどのような参加者を募集し養成するのか、養

成する対象者を明記してください。

活 動 の 種 類 が
「 指 導 者 養 成 」
の場合のみ
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法


